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心理臨床にお る「 」 念に関する一  

の「 」研究の文献 から 
 
  お の 子大学大学院 人 文 創成 学研究  

 
要約 

これまで 心理療法においてクライ ントが「 」を てるということは さま まな い をもた

らすという 見が されてきている。しかし が において「 」と心理療法の関 性が られるこ

とは 常に ない。本 では まずこれまで「 」という 念がどのように えられてきたかを し

いで において「 」の研究がどのようになされてきたか 発達期との関 学 との関

心理臨床 での事例をもとに した。そして 「 」とは 「実現 しようとすること」「自 らしく

いること」が となるのではないかという から の心理臨床 がそれらを し 活かしていく

には 実 的に えていく 要があると した。 

 

キー・ワード 心理療法 心理臨床 文献  

 

 はじめに  

 これまで、心理療法においてクライ ントが

「 」を てるということは さま まな い

をもたらすという 見が されてきている。

（2011）は特に心理療法 期において重要

であるとして 心理臨床にお る「 」の役

に いていく か 介している。たとえ 心理

療法を して となる感 は 「 （hope）」
「 さ（ feeling of safeness ）」 「

（interest）」であり これらは「 号感

（green signal affects）」（Fosha,2000b）と

れており な問題や きに し、クライ

ントがセラピーに取り組 支えとなるものであ

るとされている。特に は クライ ントが

感や 力感に伴う ちや気 の ち込みを

ら て ち きを取り すのに役 っている

（Larsen & Stege, 2010）。また クライ ント

に を き込 ことは心理療法学 に関わらず

を起こす要 の一 （Yalom, 1995）である

ことも されており クライ ントの と

ち込みを して を起こすた に 欠なも

のである（Greenberg & Paivio, 1997）。また

期にクライ ントが を取り すことが

ップア トを に た にも クライ ン

トの動 付 を するた にも 要である

（Snyder, Michael, & Cheavens, 1999）。 

 しかし が において「 」と心理療法の

関 性が られることは 常に ない。

（2002a）によると そもそも の心理学

に「 」という 目自 が 用されていないこ

とが指 されている。このような に いて

氏は の が にお る 性重 の 動

の の を ている。 

 しかし 「 」とは において く注目

されていない 念ではない。1975 年には 児

心理 で特 「子どもの を育てる」が組まれ

た。大 ら（2003）は  これを りに 々の

心理学 が「 」に いてたびたび特 を組
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んでいることを 「 」に いて心理学的

に えようとしている みが になされている

と た。しかし に った がなされ

ているとはいえず 今 もさらなる 見の と

理が待たれる。 

 本論では, にお る「 」に関する研究

に いて文献 を う。「 」 念がどのよ

うに えられてきたかを 理することで 心理臨

床で「 」を活かしていくには が 要なのか

一 することを目的とする。 
 

Ⅱ とは  

 「 」という言 を いたとき 一 どの

ようなことをイ ー する ろうか。 的意

を調 ると あることの実現をの み願う

こと。またその願い。 に する期待。ま

た るい見 し（デ タ 大 ）と解 さ

れる。一 にも広く われている言 である

「 」であるが まず 心理学の ではど

のように「 」が えられてきたかを 理し

ていきたい。 

 

1． は感   

 もっとも 名で代表的な「 」の 念の と

にSnyder（2000a, 2000b）の「 理論

（Hope Theory）」 び （「Snyder Hope 
Scale」）がある。 理論ではまず 「 目

（Goals）」 目 達成のた の ート を生成

する「 （Pathways）」 また目 達成に

要な活動の開 や意 を意 する「 発動力

（Agency）」によって は 成されると えら

れ は 的な特性として えられている。

また  の心理学・ 学研究で多用されてい

るものにHerth（1991）による「Herth Hope 
Scale」がある。これは の により 成

されており 「実 性と見 し（temporality and 
future ）」「 向きな えと期待（positive 
readiness and expectancy）」「自 の一 感

（interconnectedness）」である。この を

が に向 て導入した大 （2002b）によれ

「実 性と見 し」とは 「 テ で んで

いた が い あるいは い におこりう

るという を中心とした質問 目であり

に する るい感 を ねるもの」「 向きな

えと期待」とは「 ましい をもたらす へ

の取り かりに関する自 の感 をとらえるも

の」「自 の一 感」とは 「自己と 者 自己

と との相 や ながり感」と される。

先のSnyderの より さらに「 」を感

あるものとして えている。 

 「 」が であるかと える みは が で

もあった。 （1983）は「 」を「 る

き の に るさがあるという感 に伴う

調をおびた感 である」としている。 えて

「 は特 の目的の実現や 特 の目 への

達を目 すものではないが 人生の特 されない

や意 が実現される または としての

が できるという るい感 である」とも

る。さらに「 への は一 では自 の

うちに では自 の の や に ら

れる」とも ている。すなわち は るい

という自ずから生じた感 が を るくしたり

に の るさが自己へ るさをもたらしてく

れたりするという相 用の中にあるということ

である。 氏の論に実 的 はないものの よ

り と感 を した広い 念として えられ

ている。 

 このように は であるのか感 である

のか としてさま まな 論が わされてい

る。しかし （2002a）は、それまでの

研究の を した上で 「 の見 しと期

待に支えられて 現在において生じる 的な

と感 の に関わる 念」と 的に し

ている。 
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2． と する概  

 「 」というと るさに ちた と感

をイ ー するが Kast（1991）は 念の

一 として「期待」を た。「期待」は「ある

特 の願 に を てたものであり 達成でき

ない の の にもなりうる」ものであり

「 」は「期待を支え 期待を した 常

に広 にわたる実 的な感 」と している。 

 大 ら（2003）も と 念の

を い に「 」「願 」「 」などを

ている。そこでは 「 」とは を

るく見ようとする「 」や「 」のことで

あるが この により が高まることはあっ

ても そのものではないことを指 している。

また 「願 」「 」との に いては

の実現が でないと感じた時は その を願

としている（ 1981）ことや 現実との

ップから りをもたらす

実現 な のような を「wish」として

いる（ 1985）ことなどを は

び （1983）の言を借りながら 「 や願

は特 の を入 しようとする な感

をもたらす で とは なる」とまと ている。 

 

3． 信 自 一性 との関  

 さて 「 」の心理学に いて 念を 理し

た （2005）は （1983）と Snyder
（2000a）の 念を らし合わせながら

者には感 と という 性がありながらも

「 」という で共 していると指 してい

る。 氏によると は「 」を「 への

」と表現し Snyder の 目のす ては

「自己 」に ちされているという。また

Herth の に いても 「自己 」と

「 者 」が にあり その上で の

念（「 への 」）が っているとも指 す

る。すなわち 「 」とはいく かの に

する「 」と関わりがあることがここから え

る。 

 「 」と「 」の関係性を指 したのは

も ではない。心理 的発達理論を

した ク ン（Erikson, E.H.）は 児期に

お る 本的 と という や ランスか

ら「 」が生まれてくるとしている。「 」

の感 は 感をもとに され その の発達

のテーマを 合する となる（Erikson, et 
al., 1986）。 

 （2013）は 上 の ク ンの論と

ラン ン クの論を援用しながら 「 」と

「自 一性」が相 に 付 あっていること

に いても れている。 まり 「 との な

がりが として のお るものとなっている

ときにのみ も のお るものとなる。」

ことであり 時に「 への み しができた

ときには との ながりも としたものと

なる。」これがまさに ク ンのいう 年期の

「 合」であるが な課題達成がなされなか

ったとき「 」に する。 

 上のことをまと ると 「 」とは 「 」

を にして生まれ 「 」とは 「 の と

は かに ながっている」という自 一的

な感 を 一 して営み ようとすることであ

ると えられる。 

 

Ⅲ 内の 研究の   

 「 」という 念がどのように えられてき

たかを で してきた。 に において

どのように が実 的に えられてきたかを

していく。なお 「 者」など 人の

意思表 にとどまる意 合いでの「 」は 本

論の意 とはずれるた ていない。 

 

1． 期と  

 まず 実 的な心理学研究として 「 」と

いう言 を 用して したものはわずかであり

いずれも発達期との関 を指 したものが 見さ



70 お の 子大学心理臨床相談センター紀要 第 20 号 2018 年  
 

れた。 

 大 ・ 本（2010）は現代に生きる の

年は を きにくいという にあるという

のもと 年期の と の関 を

的・質的に した。その 「 」とは

「目 への意 」「アイデンテ テ 」と く関

していることが された。また の

によって の高さが されることはないが

によって「自己 感」を きながらも

「自 の 」を目指し その は「現実的

（「実現 性の 」や「目 の 」など）

を設 て の特 がなされるという うに

「 」の ち に が現れることも された。

えて は 者からの「支え」を られ

ることによって を自己に 置 て

性を しやすくなることも されているが

者との関わりにお る と自己の 置

が しくなる 性も された。 

 （2007）は 心理臨床が 人の生き を

支える上で 人がどのような を いてい

るのかという心理学的 まり「 的展 」

の を することを重 した。「 的展 」

は「 」と「展 」により 成されると し

学生・中高生を に 的調査を った。これ

により 「 」とは 的な も 願 や

期待で 成された より現実性の い自己の

であり 「展 」は現実的で 的な の自己

の であることが された。しかし 「 」

も「展 」も に されているわ ではなく

のような をとっていることも され

た。また 学生は「 」をより ンタ ッ

クなものとして えるが 中高生になるに れて

「どのように生活するのか」「どのように生きて

いくのか」という「 」を伴う へと

し 的で現実的な「展 」も表 するように

なることが らかにされた。 

  

2． 学 の  

 実は 者が「 」という言 で した

に より文献が ットするのは 学 であっ

た。 の 特に「がん」などの重 な は

「 」という の に せ るをえない。

された 生をどれ をもって生きるか

そして 者はそれをどれ サ ートできるか

ということが より して問われることから

このような研究も 的 んであったの ろう。

は なるが な ・ の人を援 す

る に どのような「 」が見られるかという

では重要な を られると え に

えた。 

 特にがんの 療による「 」の研究が

見された。たとえ  場（1996）は ターミ

ステー にあるがん 者に 法と

法を用いて 「 」とそれに関 する要 を質

的に ・ した。 として ターミ ス

テー にあるがん 者にとっての とは「自己

の 在のあり を表している」と えられた。

を目 にしながらも 生きることの意 自 で

あることの を 「 人の生 を える 」

への思いによって活き活きと りわずかな 生を

生きていることが されたからである。 

 もちろん サ ートは ではな

く 障害においても要 される。 木（2000）
は （現在の 合 調 ） 者を

が く と のプ セスをインタビ ー調

査により らかにしている。 は 者を「

したい」「 に したい」と特 的な を っ

ていた 者 が に しないという現実

に することで を広 者 の 性

いては も て 障害への を え

ていきたいという 的・ 的 へと す

ることが された。 
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3. 理臨床に る  

 さて では の心理臨床の場では「 」は

どのように えられているの ろうか。「 」

という言 を 用して心理臨床を論じているのは

わずか３編であり いずれも事例研究である。 

） 的心理療法にお る「 」 

 （2007）は 性人 障害 び 障

害の 性入院 者を として 療した事例を

もとに  的心理療法の「 と 」

を論じている。 重なる 者の しい 動 によ

り 療は を 一時は 院を 告せ

るを ない にまで陥った。しかし 氏は

による 療 を し 的な の中でも

一 の を見 そうとした。この は 的

を し 者は しず ではあるが へと向

かっていった。 者は 期に 親との を

しており このような 院による 療 関

との は であると氏は指 している。

しかし そのような の を臨床 がまず

し せず 入れ それでも はあると

いうことを せたことが 療的な関わりであっ

たと り っている。すなわち 者の を先

んじて臨床 が ・理解し そして 者の も

を自 のものとして え 心理療法的に ー

クすることで を見い せるようになるのであ

る。「 こそが なのである」と氏は 言し

ている。 
 に （2010）の を 介する。こち

らも 障害の 性 者の事例である。 者は

入院という をとるまで 的に かと 療関

係を うせず 入院によって 応なく 療関係

を ん という があった。また 親との

イン の関係性が 療者との でも と

して表れ 療者は 者からセラピーの中で

的な言動や を向 られ ていた。セラピー

は 療者の という 的要 により中 となり

そこでも 者からの にさらされたが しかし

えがたい とまでは至らない の は見

せていた。氏はこの 療 を ア ーン

（Fairbairn, W.R.D.）の ビ ーの 性と

コット（Winicott, D.W.）の と

は の自発的な活動性であるという論を援用し

て のように解 した。 者が とも

療関係を うとしなかったのは しい関係を

くろうとする「 」よりも しい関係を

くろうとする の関係性の を れたた

である。 まり 者にとっては こそが れ

であり それに される らいなら の中に

まる が であったのである。しかし し

い関係を る すなわち しい を する

きなくしては しい自己の 組織 はできな

い。また が を り すことは

の自発的な活動性を表しており がま

していないという であることも意 してい

る。この 療 で 療者は 者の 的な

の関係性に え そして生き びること

ができた。このように の の ン

タ ーの中では されていたはずの （ 療

者）が 現実の としては「もう と の 」

として生き びているという が の実現

であると氏は論じている。 

 いずれの事例も り される「 」に

目している。しかし 臨床 が 者のもたらす

「 」の を共に生き び 者に し

い すなわち「 は 的ではない」とい

う事実を すことが 者の に がっている

といえる ろう。 

） カ ーと  

 大学 学研究 のプ クトとして

「 学」がある。 学者の ら

（2006）が中心となり した や高

によって 感が う中 を

学的に していくことが目的とされた。人々が

どのような を っているかという実 調査な

どを し 「 学」では 「 とは に

いて ましいものとして意 された 的表 で
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ある」と見 された。そしてそれは 「 かさに

応じた 性の 合い」「 や 人などの

者との に く 人関係」「 な に

するた の クシ ンとしての物 性」と

いう３ の要 があることも指 されている。 

 （2014）は カ ー（ ）という

から より生物 心理 的な支援にお る

「 」の役 に いて論 している。 の

「 学」を がかりに 障害者をサ ート

した 例から を 障 の として

の５ にまと た。「現実に ながらない願 に

とどまっている場合」「 があってもうまく現

実的な ができない場合」「 を たずに生

きていくことで しないようにしている場合」

「 的な願 が （いわ る 性 ）な場

合」「あきら と の中で の力によって

が生まれてきた例」である。このような課題

を しながらも 「 」は支援者との関係性と

の中で育まれ また支援者自 が を ち

ていることが られていると ている。 

 

Ⅳ とめと今後の    

 本論では の実 研究をもとに「 」を

してきた。それ れの研究の がりはま

く な ッセンスは できないが 共

の が かび上がるような 感はしている。

それは 「実現 しようとすること」「自 らし

くあること」である。発達期との関 からは

「 」はより実現 なものへと されて

いくことが されているし からは

自 らしく生きようとすること また自 らし

くいられる の の が られてい

ることが されている。そして よりも 心理

臨床 が先導して 「 は 的ではない」

ということを クライ ントないし 者の自

らしさを りながら 実現 しようとすること

が重要であることも事例から見てとれた。 

 臨床 が「 」を発現していくには やは

り「 」の 実を しておく 要がある

ろう。本論に た 学的な え 生

物 心理 的な支援にとどまらず より心理

療法 にわたる タ的な「 」の やそ

の プ セスを今 らかにしていくこと

が まれる。また 事例研究 かりでなく 実

的アプ ー による ビデンスの があれ

その 見もより たるものとなる ろう。

まずは 「実現 しようとすること」「自 らし

くあること」が どのように「 」として心

理療法に 用するかを 今 実 していくこと

が 要である。 

 

＜ ＞ 本論文 成において 指導を りました

先生に く感 し上 ます。 
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